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第七章 線括及結言

第一章 緒 言

結核 ノ早期診断及其 ノ経過、豫後 ノ判定上、「ツ

ベルクリン」反鷹 ノ検査ガ重要 ナル参考資料タ

ル事ハ贅言 ラ要セザル所ナ リ。余ハ襲 二奈良縣

下二於 ケル 中等學校四校及 ビ、小學校六校學生

2.590人 二封 シ「ツーごルクリン」皮 内反慮(以 下輩

二「ツ」反慮 卜略構 ス)検査 テ施行 シ其 ノ成績 ラ褒

表 セルガ(結核第13巻 第3號 昭和10年2月)右

ノ内1.506名 二就 キ其 ノ後更 二6ケ 月、1ケ 年、

2ケ 年、2ケ 年牛、4ケ 年牛 ノ各期 間 二亙 リ同

反慮 ノ推移 テ調査観察 シタル ニ ヨリ其 ノ結果 テ

報 告 セム トス、而 シテ今同 ノ調査人員 ノ砂 クナ

レルハ各期間 テ通 ジ連綾検査 セル モ ノノミラ掲

グ、何 レカー方 ノ検査 二訣席 セ シモ ノラ除外 セ

ルニ ヨルモ ノナ リ。

第二章 検査材料及検査方法

1・ 検査材料

東京傳染病研究所製、昭和8年3月3日No.54

及同10年1月15日No.87同 年8月29日No.

100蕪 「ツ〈ごルクリン」原液 ラ常二氷室二貯藏、

同一液テ使用セリ。

2.検 査人員

奈良縣立男子師範學校147人

奈良縣立女子師範學校103人

奈良縣立奈良商業學校233人

奈良縣立奈良中學校230人

以 卜中等學校四校計703人

奈良縣吉野郡小川第一一小學校154人

奈良縣吉野郡小川第二小學校41人

奈良縣吉野郡小川第三小學校64人

奈良縣山邊郡束里小學校99人.

奈良縣山邊郡多田小學校74人

奈良縣添上郡田原小學校371人

以上小學校六校計803人

合計1.506人

3.施 行期 日

昭和8年4月8日 ヨリ同年5月15日 一到ル期

間テ第1同 トシ、以後6ケ 月、1ケ 年、1ケ 年
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牛、2ケ 年、2ケ 年牛、4ケ 年 牛 ノ各期別 二施

行 セ リ.

4.注 射 器 及注射針

注 射器 ハ1耗 ラ20二 分劃 セル 「レコー ド」注射

器 テ用 ヒ、注射針 ハ後藤 風雲堂登費 ノ「シ,ク 」用

針 テ注 射器 ト共 二煮沸 清毒 シテ使 用 セ リ。

5.注 射方法

部位 二就 テノ・行 フ所嘔 々 ニ シテ井上、岩崎、小

林、貴島、舳松、寺 島、 中篠諸 氏 ノ加 ク上臆部

等 二施 ス法 ア レド、余 ハ「シ,ク テス ト」ノ経瞼 上

ヨ リ又 ハMantaux氏 、 淺川 氏等 ト同檬 二左前

膳 内側 中央 上3分 ノ1ノ 所 テ原 則 トシ、若 シ同

部 位 二出來 ザル事情 アル場合ノ・、右前膳 ノ同所

部位 テ選 ビテ注射 セ リ、 而 シテ第1同 左 ナ レバ

第2同 ハ右、 第3回 ハ又左 ト交互 ニ セ リ・

6.稀 繹 法

種 々 ノ稀繹法 ア レ ド、余 ハ使 用當 日石炭酸 ヲ加

ヘザル滅菌 生理 的食賂水a以 テ2000倍 二 稀繹

セ リ。

7.注 射 方法

豫 メ「アル コール」一 テ浦毒 セル所 定 ノ皮 膚面 二

注射 針 ノ斜面 ロラ 上方 二 向 ケ 皮膚 二拉 行 二刺

シ、針尖 ガ皮下 二達 セザル様注 意 シツ ・皮 内二

注射 シ、直径5.6粍 内外 ノ水丘疹 テ生 ゼ シム・

注 射部 ニハ何等 ノ塵 置 ラ施 サズ、運 動其他 二制

限 セ ズ、唯 入浴 ノ・當 日 ノ ミ見合 ノ・スカ、若 シ入

浴 スル際 ノ・咳部 テ摩擦 セザル様 注意 ス。

8.注 射 量

「ツ」皮 内反磨検査 二用 フル量 ハ意 見匠 々ニ シテ

ー定 セズk元 來Mantaux氏 ハ5000倍 液0・05

琵 テ用 ヒ、井 上、 岩崎氏 モ之 二準 ジ、野村氏 ハ

10000倍 液0.1耗 、有馬氏 ノ・5000倍 液0・2耗 テ

用 ヒRosenberg氏 ノ・5000倍 液0・1琵 ラ用 ヒ・

M511er氏 ハ5000倍 液0.1琵 テ用 ヒ、栗山、石 田

氏 ノ・最初100倍 液0.05鈍 、 第2同 目 ニハ 同液

0.1耗 ラ用 フ ト謂 フ。岩佐 、管原氏ノ・3000倍 液

0.1耗 テ、 貴島、舳松 、大 田、相澤、 岡 ノ諸氏

ハ2000倍 液0.1耗 テ、宇留野氏 ハ400倍 液0・04

琵 テ用 ヒ、Mendel,Bass,Smith上 田、小林、

安 井、 橋積 、李井等 ノ諸 氏 ハ1000倍 液0・1蝿 テ

用 フ ト言 フ。余 ハ今村教授 二從 ヒ2000倍 液0.1

耗 テ最 モ適當 卜認 メ使 用 セ リ。

9.成 績 判定

「ツ」皮 内反態 ノ成績 判定 ハ登赤、浸潤 ノ強 サ、

大 キサ、硬結、水 泡壌 死等 二依 ルモ其 ノ制定嘔

々 タ リ。戸川 、Enge1,Hotherington&Phe・ ・

dran諸 氏 ノ・直径、0.5糎 以 上 テ陽性 トシGrasser

&Keilmann白 井 、小林、上 田 ノ諸 氏 ハ 直径

1.0糎 一1.5糎 ヲ陽性(十)ト シ1.6糎 一2・0糎 テ

陽性(十)ト シ2.1糎 以 上 テ陽性(惜)ト シ、又宇

留野氏 ハ直径0.3糎 以 下 テ陰性(一)、0・5糎 テ

(±)、0.7糎 一1.5糎 ラ(十)、 ソレ以上 テ〈1十〉ト

定 メ、it"島、舳松氏 ノ・直径0.7糎 以 下 ラ陰性 トシ

0.7糎 一1.5糎 ラ(十)、1.5糎 一2.5糎 テ(十)、

2.5糎 以 上及 ビ水泡壌死 テ件 フモ ノブ(帯)ト

シ、鄭 氏ノ・直径1.0糎 以 下 ラ(±)、1.0糎 以 上 ラ

(十)、1.5糎 以 上 ラ(什)、2.0糎 以 上 ラ(冊)ト

シ、橋積氏 ハ直径0.5糎 一一1.0糎 ラ(±)、1・0糎

一2 .0糎 テ1十)、2.0糎 一3.0糎 テ(十)、3・0糎

以 上 テ(帯)ト シ、(十)以 上 テ陽性 トシテ表ハ シ、

中條氏 ノ・2.0糎 以 上 テ陽性 トセ リ、而 シテ余 ハ

直径0.2糎 以 下 テ(一)、0.2糎 一 〇.4糎 テ(± 〉、

0.5-1.0糎 テ(十)、1.1糎 一2.0糎 ラ(十k)、2・1

糎 以上 ラ(惜)ト シ之 二水泡壊死 テ俘 フモノラ加

算 シ、 爾ホニ重叢赤 ノ場合 ハ内側 ラ探 リ、鮪 圓

形 ノ登赤 浸潤 ハ其 ノ大 小直径 テ測定 シ、ZF均 ノ

太 サ、 張サ ヲ考 慮 シテ表 ハ セ リ。

2000倍 液0.1妬 皮 内注射 ノ こニ ヨ リテ結核感 染

ノ存 否 ヲ確 カメ能 ハ ザルモ ノナ レドモ、余 ハ此

ノ判定 ニヨル成績 ニ ヨリテ「ツベ ガ ク リン・アレ

ル ギー」ヲ大盟窺知 シ得 ル モ ノ ト考 フ。

第三章 調査成績

第一節 中等學生 二於 ケノレ「ツ」皮 内反雁6ケ 月後 ノ推移
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奈 良 縣立奈良商業學校學 牛440名 二就 キ、 昭和 テ施 行 シ、其 間約6ケ 月 ノ推移 テ調査 セル結果

8年4月12日 「ツ」皮 内反 磨検査 テ施 行 シ、其 ノ 左 ノ如 シ。

内223名 二就 キ更 二昭和8年10月15日 再 検査 即 チ初 同 ノ検査 二於 テ、陰性142名(63.7%)、

第1表 奈良商業學校二於ケル「ッ」皮内反磨6ケ 月後 ノ推移

初 回 ・ 成 績 6ケ 月 後 ノ 成 績

1!
陰陽別i人 員倣1%

i陰
1_り

性 陽 性

±

・一…)i(0・1認 ・4!計
%十善

口上
柵
認膿

益

㎝

q澄
高

㎝
繊%

劇 茎
10848.4 必 」

一.
26170 64.8.13 11 14 38135・2」 i

置

「

3415.3
　

一

128
-　

一

1

28 82,412 2 2 6}17・6

唄 計 142i63.7
一 一 一

塾4

3

54 98
1

69・Oi15 13 16 44

26

42

醒一

131
.ll

十
1

2913.0
一

3 10.3 7 13 6

一

89.7 』
ヨ

剛 4218.8
『

一 一 一_ 一 窄一

14 28 11DO・oi

100・0』

什

性嶢 110ト4.5

トー

1-一

レ_
ガ

} 　皿

10 10

L

一『
18136

.3 1

一 一

一一

3
■一一,-

101

}3.7
1

7 27 41・78;96.3

1i2ガ 「房;ラ」合 計} 223 8

　

47154 45.3 22 40 60
1

陽性81名(36.3%)ナ リ シモ ノガ、6ケ 月後 ノ推

移 二於 テノ・、陰性101名(45.3つ ろ)二減 ジ、 陽性

122名(54.7%)二 檜 加 シ、 陰性 ヨ リ陽 性 二轄 化

セルモ ノ44名(31.0%)一 シテ 又陽性 ヨ リ陰 性

二轄化 セルモ ノ3名(3.7%)ナ リ。

陽性韓化44名 ノ内課 テ観 ルニ、弱 陽性1+)へ15

名 、 中等度陽性(→十1へ13名 、 張陽性(帯)へ16

名 ニ シテ其 ノ轄化}伏態明瞭 ナ リ、術 ホ陽 性轄 化

率 二就 キVtti,,舳 松 雨氏 ノ阪大看護婦 二於 ケル

調査 ニヨ リ褒表 サ レタルモ ノ トノ比較 ハ総括 ノ

所 二纏 メテ掲 示 セ リ、又陽性 ヨ リ陰性 二轄化 セ

ルモ ノニ就 キテハ別 二第四 彰二於 テ其 ノ反慮 ノ

大 サ及 ピ其 ノ墜化 ノ状態等 テ記 シ個別的 二例記

セ リ。

第二節}ツ 」皮 内反癒1ケ 年後 ノ推移

A笠 間 及多田小學 校 二於 ケルーケ年後 ノ推移 田小學校 見童132名 、 計343名 二封 シ、 昭和8

奈 良縣111邊 郡 笠間小學校見 童211名 及 ピ同郡多 年6月12日 「ツ」皮 内反磨検査 テ施 行 シ、其 ノ内

第2表 笠間及多田小學校二於ケル「ツ」皮内反慮1ケ 年後 ノ推移
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173名 二就 キ更 二昭和9年5月11日 第2同 ノ検

査 テ施行 シ、 其間約1ケ 年 ノ推 移 テ調査 セル結

果左 ノ如 シ,

即 チ初回 ノ検査 二於 テ、陰性142名(82.1%)、

陽 性31名(179%)ナ リ シモ ノガ1ケ 年後 ノ推

移 二於 テノ・、陰 性138名179.3%)二 減 ジ、陽性

35名(20.2%二 檜 加 シ、陰性 ヨ リ陽 性 二轄化 セ

ル モ ノ8名(5.6%ノ 、陽性 ヨリ陰性 二轄化 セル モ

ノ4名(12.9%/ナ リ。

陽 性轄化8名 ノ内繹 テ観 ル=、 弱 陽性(+)へ2

名 、 中等 度陽性(十}へ2名 、張陽性(柵)へ4名

第3表

ニシテ突如 トシテ強陽性へ轄化 セルモノ多 シ。

尚ホ陽性 ヨリ陰性二轄化 セルモノニ就 テノ・第四

章二纏 メテ詳述 スベ シ。

B田 原小學校見童二於 ケル「ツ」皮内反慮1ケ

年後 ノ推移

奈良縣添上郡田原小學校見童371名 二就 キ昭和

11年12月12日 「ツ」皮内反慮 ノ成績 テ検査 シ、

更 二昭和12年12月20日 第2同 ノ検査 テ施行

シ、其間約1ケ 年 ノ推移 ヲ調査 セル結果左 ノ如

シ 。

即 チ初 同 ノ検 査 二於 テ陰性254名(68.5%)、 陽

田原小學校二於クル「ツ」皮内反慮1ケ 年後 ノ推移

初 同 ノ 成 績
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合 計 371 239 11 250 67.4i2 12 107 121 32.6

性117名(31.5%)ナ リ シモ ノガ、1ケ 年 後 ノ成

績 二於 テノ・、 陰性250名(67.4%)二 減 ジ、 陽性

121名(32.6%)二 増 加 シ、陰性 ヨ リ陽 性 二轄化

セル モノ6名(2.4%)、 陽 性 ヨ リ陰性 二轄 化 セル

モ ノ2名(1.7%)ナ リ.

陽 性轄化6名 ノ内言睾ハ中等度陽性(昔)へ2名 、

強陽性(帯1へ4名 ニ シテ突如 トシテ強陽性 へ轄

化 ヒルモ ノ多 一i。此 ノ陽性軸化傘2.4%ハ 前 述

多田及笠間小學校 ノ夫 レニ比 シ低卒ナ レド田原

小學校 二於 テハ最初 ノ成績 二於 テ陽性卒31.5%

ノ高卒 ヲ示 セルハ注 目スベ シ。爾其 ノ高卒ナル

原因ラ探究 セルニ同校第四學年 ノ受持教員 ガ結

核患者 ニシテー學年 ノ時 ヨリ連績持上 リ相當 セ

ル爲メ其 ノ學級 ノ陽性卒93.47%ナ ルコ ト判明

セ リ同校 ノ成績 二就 テハ後 日詳述 ス。

第三節 「ツ」皮内反癒1ケ 年孚後 ノ推移

A男 子中等學生二於ケル推移

奈良縣立男子師範學校生265名 二就 キ、昭和8

年5月16日 「ツ」皮内反慮 ノ成績 テ検査 シ、其 ノ

内147名 二就 キ更 二昭和10年1月25日 第2回

ノ検査 ヲ施行 シ、其間約1ケ 年牛 ノ推移 テ調査

セル結果左 ノ如 シ。

即 チ初 同 ノ検査 二於 テ、陰 性64名(43,5%)、 陽

性83名(56・5%)ナ リ シモ ノガ、1ケ 年牛後 ノ推

移 二於 テハ、 陰性49名(33.3%)二 減 ジ、 陽性

98名(66・7%)二 檜 加 シ、一而 シテ陰性 ヨリ陽性 二
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第4表 奈良男子師範學校二於 ケル「ツ」皮内反慮1ケ 年牛後 ノ推移

初 同 ノ 成 績 1ケ 年 牛 後 ノ 成 績

陰陽別
[

人員酬%

ij

陰 性}陽 性

」

一 一一 一一}

_±1

…側)〔o盟4伊 %

一 一一 一

卿 ト熱噺 計}%
上

一

陰
±

46
}

31.312616:32
}

69.6
-}一 一 一一一

38.9

9
一_翫

こ4 一ガ

ー一一一}

11

1114 30.4
一

18

←_

12.217}7
一

10 1}11 61.1

性 計 64 43.51-26{「3 39 609
に19

一 一 一

2 25 39.1
P

Iド十 31

皿 一 一1

21.18 2 10 32.3

}

!12 4 21 67.7

陽 1十十 21 14.31
一 一

10 21 100.0
一べ

性 柵
31 21.1

一一 一 一i
3

1。㌦ 。;

一一 一
31 31 100.0

し計 83 56.5 8 2 12 16
.竺
47

73 88.0
一

合 計 147 3引15146i33.3「3、 20 卓
}98 66.7

胃

i陣化 セ,しモ ノ25名(39.1%)ニ シ テ、又陽性 ヨ

リ陰性 二轄化 セルモ ノ10名(其 内2名 ハ疑陽性

(±)車專化=12.0%り ナ リ。

陽性轄 化25名 ノ内言睾テ観 ル ニ、弱陽性(十)轄 化

19名 、 中等度陽性(井 庫專化4名 、 張陽性(柵 ・)、

轄 化2名 一 シテ弱 陽性轄化多 シ、尚 ホ陽性 ヨ リ

陰性 二轄化 セル モ ノニ就 テノ・第四 章二詳述 スベ

シ。

第5表

B女 子 中等學生 二於 ケ ・レ「ツ」皮 内反慮1u年

牛後 ノ推 移

奈良縣立 女子 師範學校 生152名 二封 シ昭和8年

4月9日 「ツ」皮 内反庶検 査 テ施行 シ、其 ノ 内

103名 二就 キ更 二昭和9年10月2日 第2同 ノ検

査 テ施行 シ、其 間凡 ソ1ケ 年牛 ノ推 移 テ調査 セ

ル結果 左 ノ如 シ。

即 チ初 同 ノ検査 二於 テ、陰性49名(47.6%)、 陽

奈良女子師範學校二於ケル「ツ」皮内反懸1ク 年牛後 ノ推移

一__8一 一 一 一

1

'

初 同 ノ 成 績}1ケ 年 牛 後 ノ 成 績

1
-

%
1

陰 性 1陽 性

陰陽別 人員敷 一

(0-0.1)

±

(0.2-0.4)

cm

計1%
1

十

(0.5-1.0)

cm

α創2幽 計レ

劇 一
44142.7115

1
9 24 54.5i18 「

i____1
2120i45.5

1

± 5 14 .9、
「

2 2 40.0
13

3i60.0

唄 計 49 47.6115
!

11 26 53.1 2正 2

i

卜
1

_

23146.9
1げ十

11 10,711 11 1 9.1 7

,

3

『 『}　一 一

10 90.9

陽 十十
k_

性 柵

5
i-4
.91

一 一一一

1 3

一--

1 5 100.0

38 36.8【 1 2 36 38 100.0
1
・計 54152.4

1

1

一「

1.9 8 8 37 53 98.1

合 計 103i 1 27 26.2 29 10 37 76 73.8
1

性54名(52.4%)ナ リ シモ ノガ、1ケ 年 牛後 ノ推

移 二於 テノ・、陰性27名(26.2%)a減 ジ、陽性76

名(73.8%)二 増 加 シ、而 シテ陰 性 ヨ リ陽性 二轄

化 セ・Lモノ23名(46・9%)、 又 陽性 ヨリ陰,性二轄

化 セル モ ノ1名 く1.9%)ナ リ陽性轄 化23名 ノ内

課 ノ・、弱陽性(+)轄 化21名 、 中等度 陽性(十)轄

化2名 ニ シテ弱 陽性轄化 多 シ、而 シテ此 ノ陽性

轄化卒46.9%テ 前 述男子 中等學生 二於 ケル39.1

%二 比 較 ス レバ7.8%高 卒 テ示 セ リ.

第四節 「ツ」皮 内反鷹ニ ケ年後 ノ推移
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A中 等學生二於ケル2ケ 年後 ノ推移

イ、奈良中學校 ノ成績

奈良縣立奈良中學校學生428名 二封 シ、昭和8

年4月13日 「ツベルクリン」皮内反慮 ノ成績 テ

第6表

検査 シ、其 内230名 二就 キ、更 二昭和10年4月

13日 第2回 ノ検 査 テ施行 シ、其 間約2ケ 年 ノ推

移 ラ調査 セル結果左 ノ如 シ。

2Pチ 初同 ノ検査 二於 テ、陰性135名(58.7%)、 陽

奈良中學校二於ケル「ツ」皮内反磨2ケ 年後 ノ推移

初 同 ノ 成 績i2ケ 年 後 ・ 成 績

陰陽別 人員数
L

%1

i
・ 陰 性 陽 性

祠 齋)
,

計 %

十

(0.5-1.O
cm

一

什

q.1-2.0)

cm

帯

(2.1以 上)
cm

計 %

陰1テ 95141.3 _35118 53 55.8 37 1 4 42 44.2
一1一

40i17・4 19 19 47.5 18

一

1 2 21 52.5

性旨
1351-一 訴'.7!35 37 72 53.3 55 2 6 63 46.7

ぞ十

陽 十十
く

性 柵
、計

⊥
28・一伽 ■2

i6∬ レ ー一
一一 一

2 2 7.1 21 2 3 26 92.9
一

39
　 一 　 一 一

16 23 39 100.0
,一 一

2i「 「12.iri

一 一 一 曽一 曹

28 28 100.0
一

95 41.3 2 ゼ
一

2 2.1 21 18 54 93

一

97.9

67.8『合 計 2301 37 37 74 32.2 76 2。i6。 156 i

性95名(41.3%)ナ リ シモ ノガ、2ケ 年後 ノ推移

二於 テハ、陰性74名(32.3%)二 減 ジ、陽 性156

名(67.8%)二 増 加 シ、陰 性 ヨリ陽性 二轄化 セル

モ ノ63名(46.7%)一 シテ、陽性 ヨリ疑陽性 二轄

化 セルモ ノ2名(2.1%♪ ナ リ.陽 性轄化63名 ノ

内謬 ノ、、弱 陽性(十)輔 化55名 、 中等度陽性(十)

韓 化2名 、弓星陽性`帯)轄 化6名 ナ リ。

ロ、奈良商 業學校 二於 ケル成績

奈良縣立奈良商業 學校學 生440名 二就 キ昭和8

年4月12日 「ツ・・;Sルク リン」皮 内反 慮 ノ成績 ラ

検査 シ其 内223名 二就 キ 更 二 昭和10年3月6

日第2同 ノ検査 ヲ施行 シ、其 間約2ケ 年 ノ推 移

テ調査 セル結果左 ノ如 シ。

即 チ初 同 ノ検 査 二於 テ陰性98名(43.9%)、 陽 性

第7表 奈良商業學校二於ケル「ソ」皮内反磨2ケ 年後 ノ推移

初 同 ノ 成 績i2ヶ 年 後 ノ 成 績
曹 一 『 響 一 一

陰陽別 人員数

1

%

}1

陰 性 陽 性

一

(0-0.1)

±

(0.2-0.4

cm

計 %

十

kO.5-1.0)

cm

十十

(1.1-2.0)

Cln

一 一 一 昌

柵

(2.1以 上)
cm

計 %

'

陰陸 48i21.5
1

39 4
噌一 一

14
-一}一 一

18

43 89.6 2 3 5 10.4
}

50 22.4 33 47 94.0 3 3 6.0

叫 計 98 43.9
一一 一

12.1

72 90 91.9 2 6
}}

8 8.1

十

陽 十十

27

一

5 5 18.5 16 1 5 22 81.5

38 17.0
一一 一}

2 6 30 38 100.0

性 柵
60 27.0

『 一
60 60 100.0

計 125 56.1 5
1

5 4.0 18 7 95 120 96.0

合 計 223

響 一 　 一一

77118 95 42.6 20 7 101 128 57.4

125名(56.1%)ナ リ シモ ノガ、2ケ 年 後 ノ推移

二於 テノ・陰性95名(42.6%)二 減 ジ、陽1生128名

(57.4%)二iig加 シ、陰 性 ヨ リ陽性 二轄化 セル モ

ノ8名(8.1%)一 シテ、陽性 ヨリ陰性及疑陽性 二

轄化 セルモ ノ5名(4.0%)ナ リ。而 シテ陰性 ヨ リ

陽性 二韓化 セル モ ノ8名 ノ内2名 ハ弱陽性(十)
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へ移行 セルガ、6名 ハ突如 トシテ強陽性1柵)へ

移行 シ寺島氏ガ同轄化明瞭ナ リト言ノ・レシト合

致 セリ。

陽性 ヨリ陰性二轄化セルモノニ就キテノ、、別二

第四章 二其 ノ反慮 ノ大サ及其 ノ攣化 ノ獣態等 テ

記 シ個別的二例讃 スベシ。

省陽性韓化傘二就キ貴島、舳松氏 ノ阪大看護婦

二於 ケル調査 トノ比較ハ絡括 ノ所 二纏 メテ掲示

第8表

セ リ。

B小 學見童 二於 ケル2ケ 年後 ノ推移

奈良縣吉野郡小川第一、 同第二 及同第 三小學校

見童591名 二封 シ、昭和8年6月23日 第1回 ノ

「ツベル ク リン」皮 内反慮 ノ成績 ラ検査 シ、其 内

259名 二就 キ更 一 昭和10年6月16日 第2同 ノ

検査 テ施行 シ、其間2ケ 年間 ノ推 移 テ調査 セル

結果 左 ノ如 シ。

小川第…及同第二、同第三小學校二於ケル「ソ」皮内反慮2ケ 年後 ノ推移

初 同 ノ 成 績,2ケ 年 後 ノ 成 績
}

陰陽別 人員敬

1

一一

%

}

陰 性 陽 性

一

(0-0.1)

±

(0.2-0.4)

cm
計 %

十

(0.5-1.0、

cm

什
〆1
.1-2.0)

cm

(2.愚 上)1訓%
cml

竃屠
231189・1 ]95 26 221 2 2

　 　
610

　 }　 一一}『}

3 1.2 3 3
1

234 90.3 195 ・29 224 95.7 2 2 611014・3

陽精

性凛

2 8

一一一

一 一一_一 一一

1 1121100.O
I

5 1.9 3 2151、 。。.。

18 7.0 18 、811。 。.。

25 9.7 4 21
}

25i100・0

合 計 259 195 29 224 86.5 2 6 27 35巨3.5

即 チ初 回 ノ成績 二於 テ陰 性234名190.3%)、 陽

性25名(9.7%1ナ リ シモ ノガ、2ケ 年後 ノ推移

二於 テノ・、陰 性224名(86.5%)二 減 ジ、 陽性35

名(13.5%)二 増 加 シ、陰性 ヨ リ陽 性 二轄化 セル

モノ10名(4.3%)ナ リ。而 シテ此 ノ陽 性轄化 ノ

内繹 テ観 ルー 弱陽性(+)へ2名 、 中等度 陽性

(升)へ2名 、強 陽性(惜)へ6名 ニ シテ突如 トシ

テ強 陽性 二韓化 セルモ ノ多 シ。

前記 中等學 生2ケ 年 二於 ケル 陽性轄化卒8.1%

二比 シ此 ノ小學見 童 二於 テノ・低傘 ナル テ知 ルベ

シo

第五節 「ツ」皮 内反雁2ケ 年孚後 ノ推移

A中 等 學生 二於 ケル成績

奈良縣立奈良商業學校學生440名 二就 キ昭和8

年4月12日 第1同 ノ 「ツベル ク リン」皮 内反磨i

ノ成績 テ検査 シ其 内223名 二就 キ其後更 二昭和

10年9月29日 再検査 ラ施 行 シ、 其間約2ケ 年

牛 ノ推移 ヲ調査 セル結果左 ノ如 シ。

即 チ前同 ノ検 査 二於 テ、陰性142名(63.7%)、

陽 性81名(36・3%)ナ リ シモノガ、2ケ 年牛後 ノ

推 移 二於 テハ、陰性90名(40・4%)二 減 ジ、陽性

133名(59.6%)二 増 加 シ、而 シテ陰性 ヨ リ陽性

二轄化 セル モ ノ52名(36 .6%)ニ シテ 陽性 ヨ リ

陰性 二轄化 セル モ ノ無 シ。

陽性轄化52名 ノ内繹 ノ・、弱陽性(+)へ15名 、

中等度陽性(十ト)へ3名 、強陽性/柵)へ34名 ニ シ

テ突 如 トシテ強陽性 二轄化 セル モ ノ多 シ。此 ノ

陽性轄化卒36.6%ノ ・、前述 同校6ケ 月 二於 ケル

8.1%及2ケ 年 ノ推 移 二於 ケル31.0%二 比 シ高

卒 ニ シテ、帥 チ年月経過 ト共 二充進 スルテ知 ル

〈ご シ
。
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第9表 泰良商業學校 二於ケル「ツ」皮内反慮2ケ 年牛後 ノ推移

一吻 回 ∠ 成

陰陽別 人員徽

賑1三業
陽怯嘘

岬 署
合 計1223

績 ・2

陰 性

%

1(。r。.、)/・翻 計

48.41559164

二isL4L_一 ⑳126
63.7i5535190
　 　 　 　 　 　 　　 　 　

13.0!

一 一!一 一 一 一 一1-一 一 一

ユ壁 」_
4.51
　へ 　 　 　　　 　 　 　

36・3
.L-_一.,一_一 一

15535

ケ 年

%

遷:1
鋭十÷

__L__

牛 後 ノ 成

陽

(。.5±1.。1(iiltEli2.。,
cmlcm

μ3-1,3-

L!),i-_一_

績

　 　

i-一一一一一一1

柵

r2.1以 上 ♪

cm

28

6

性

0
0

一
9
帥

2

9040.4

34

17

40

10

67

101

計

亟
茗

!一 一一 一 嘔104

257

52

29

42

10

81

133

%

40.7
-一

23.5
--

36.6

100.0

100.0

100.0
一

100.0

59.6

第六節 「ツ」皮 内反懸4ケ 年孚後 ノ推移

奈良縣吉野郡 小川 第・一、 同第二及 同第三 小學校259名 二就 キ、 更 二昭和13年1月22日 第3同

見童591名 二 封 シ、 昭和8年6月23日 初 同 ノ ノ検 査 テ施 行 シ、其間 凡 ソ4ケ 年 牛後 ノ推移 テ

「ツベル クリン」皮 内反磨 ノ成績 テ検査 シ其 ノ内 調査 セル結果左 ノ如 シ。

第10表 小川第一及同第二、同第三小學校二於ケル「ッ」皮内反磨4ケ 年牛後 ノ推移

一　 T-』 一 一一

1

初 同 ノ 成 績 ・4ケ 年 牛 後 ノ 成 績

　

}　 『 　 曽

1陰 性9
人剛%「=…rf-

i(レ ・・1)!o・1認・↓

1
陽 性

陰陽別
計 %

}

十

(0.5-1.0)

cm

噌『一 一 一一 甲'一}『,『 断}

骨

(1.1-2.0/

cm

柵

(2・1以 上)1計
cm}

%

陰塔

性庸

231189・1i219L1 220 95.2 2 9 11 48
-一 一 一}噂 一一 一'i

311・2 3 3 100.0

2341gO・3 219 4 223 95.3 2 二9 11 4.7

218

一

一 一 一 一
_-

1

2 2 100.0

陽怯
.

一,一 一 一 一

5 1.9
'一 一 一 一 一

4 5 100.0

性屠 18 7.0
一 一 一一 一

1
}一 一 一 冒

3

18 18 100.0

計 25」 9.7 1
一 一一

24 25 100.0

合 訓259 21glτ 223 86.1 133 36 13.9

即 チ初回 ノ検査 二於 テ、 陰性234名(90.3%)、

陽 性25名(9.7%)ナ リ シモ ノガ、4ケ 年牛 後 ノ

推移 二於 テノ・、陰性223名(86.1%)二 減 ジ、 陽

性36名(13.9%)二 檜 加 シ、陰性 ヨリ陽性 二轄化

セルモ ノ11名(4.7%)ナ リ。而 シテ此 ノ陽性韓

化 ノ内澤 ラ観 ル ニ中等度陽性(十)へ2名 、彊陽

性(帯)へ9名 ニ シテ突如 トシテ強陽性 へ韓化 セ

ル モ ノ多 シ。

第四章 「ツ」皮 内反慮陽性者 ノ陰性韓化 二就テ

「ッベル ク リン」皮 内反慮陽,陞 ヨ リ陰 性 二轄化 七

ル 毛 ノニ就 テハ、 上田博 十ノ、海軍 二於 左ル観察

ノ結果、陽性者 ノ22.2%ガ 陰 性 二韓化 セル テ報

害サ レタル ガ、一方小 林博士其他二、三 ノ學者 パ
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陽 性 ヨ リ陰性 二轄化 スルコ トノ・無 ク、或 ノ・稀 ナ

リト論 ゼ リ.

玄玄二余 ガ今同 ノ調査 二於 テノ・、前 彰 ノ成績 報告

一表示 セル通 リ、 「ツ」反慮検査施行後6ケ 月 ノ

推 移 二於 テ中等學生男5名(4.O%)、 同 上小學見

童1名(2.9%)、1ケ 年 ノ推移 二於 テ小學 見童男

女4名(12.9%)、1ケ 年牛 ノ推 移 二於 テ中等學

生男8名(12.0%)他 二疑 陽性(±)へ 轄化 セルモ

ノ2名 ア リ)、同上女1名(1.9%一=他 二疑 陽性へ

轄 化 セルモ ノ1名 ア リ)、又2ケ 年後 ノ推移 二於

テ中等學 生男3名(3.7%=他 二疑 陽性へ轄化 セ

ルe/2名)ア リ、左 二其例 謹 ラ列塞 スベ シ。

1.立 △重△ 中等學 生 男16歳 「ツ」皮 内

反慮第1同 成績 弱陽性(+)0.7、0.7、 第2同6

ケ月後 ノ成績 純陰性(一)、 第3同2ケ 年後 ノ成

績純 陰性(一)、 身長147cm膿 重38.6kg胸 團

70cm榮 養 中、瑳育概評 乙

2.日 △健 △ 中等學 生 男15歳 「ツ」反磨

第1同 弱 陽性(十)1.0、0.5、 第2同6ケ 月後擬

陽性(±)0.4、0.4、 第3同2ケ 年後純陰性(-1、

身長166.5cm膿 重45.3kg胸 園67.5cm榮 養

中、議育概 評乙

3.吉 △通△ 中等學 生 男15歳 「ツ1反 慮

第1同 弱陽性(+)0.6、0.5、 同6ケ 月後陰 性(一)

同2ケ 年後陰 性(一)(0)身 長147.7cm龍 重35.3

kg胸 園66cm榮 養 中、叢育概評丙

4.加 △一△ 中等學 牛 男16歳 「ッ」反鷹

初 同 ノ成績弱 陽性(+)0.5、0.5、 同 第2同6ノ ・月

後 ノ成績 擬陽性(±lO.3、0.3、 同 第3同2ケ 年後

ノ成績陰 性(一)(0)身 長134.5cm照 重31.5kg

胸 闊660cm榮 養 中、嚢 赤概 評丙

5.遊 △ 林△ 中等學 生 男17歳 「ツ」反腱i

初 同 ノ成績弱 陽 陞(+♪0.6、0.5、 同6ケ 月後陰

性(一)、 同2ケ 年後陰性(一)(0)身 長155.8cm

膿 重43.7kg胸 園74cm榮 養 中、襲 育概評 乙

6.森 △千△ 小學 見童 女8歳 「ツ」反慮

初 同 ノ成績 弱陽性(+)1・0、LO、 同6ケ 月後陰

性(一 〉(0)身 長95cm腸 重13.4kg胸 園51cm榮

養 中、磯 育概 評 丙

7.田 △信△ 小學 見童 男13歳 ツ1反 磨

初 同 ノ成績弱 陽性(+)0.7、1).5.同1ゲiこ 後陰

性1-/〈O)身 長145cm禮 重28.5kg胸 園63・5cm

榮 養 中、 獲育概 評乙

8.向 ム 光△ 小學 兇童 女8歳 ツ 反慮

初 同 ノ成績弱 陽性(+♪1.0、 〔1.6、同P'年 後 陰

性(一)身 長108.Otm罷i重16.4kg胸 園51.Ocm

榮 養 下、獲育概評丙

9.李 △安△ 小學見童 女8歳 一ツー反慮

初同 ノ成績弱陽性(+)0.5、Oj、 同1ヶ 年後陰

性(一)、 身長114cm禮 重19,1kg胸 園55・Ocm

榮 養 良、獲育概 評乙

10.松 △優 △ 小學見童 男12歳 ・ツ」反慮

初同 ノ成績 弱陽性(+}O.8、0.5、 同1ケ 年後陰

性/-)、 身 長126cm膿 重23.9kg胸 園60.4cm

榮 養 中、蕨育概 評丙

11.石 △ 通△ 中等學 生 男17歳 「ツ」反鷹

初同 ノ成績 弱陽性`+)0,5、O.5、 同1ケ 年牛後

陰性(一)、 身長158.1cm照 重51.2kg胸 園78.O

cm榮 養 中、奨育概評 乙、視 力右0.1、 左0.1

12.田 △ 猛ん 中等學 生 男16歳 「・ソ」反庭i

初 同 ノ成績 弱陽性(+)1.()、1.0、 同1ゲ 年牛後

陰性(-2、 身長162cm膿 重53.5kg胸 園80.5cm

榮 養 中、獲育概 評ll1、 視 力右1.5、 同左1.5

13.村 △ 弘/一 中等學生 男16歳 「ツ」反 慮

初 同 ノ成績 弱陽性(+)0,G、0.5、 同1ケ 年t!li後

陰 性(一)、 身長162cm膿 重52.5kg胸 園82.Ocm

榮 養 中、嚢 育概 評 甲、覗 力右1.0、 左1.5

14.辻 △ 一△ 中等學 生 男18歳 「ツ」反慮

初 同 ノ成績 弱陽性(+10.,R、i).6、 同1ケ 年牛後

陰性 身長158cm罷 重52.8kg胸 園79.5cm榮 養

Ell、 嚢 育概 評乙、幌 力右2.()、 左2.(,・

15・ 湯 乙 中△ 中等學^{1男17歳 ・ツ」反 慮

初 同 ノ成績 弱陽性(+)0.5、0.7、 同1今1卜 牛後

陰性(一 、身長159cm龍 重47.8kg胸 園73.2cm

榮 養 乙、嚢 育概評乙、幌力 右1.3、 左1.0

16・ 農 ムロ疑△ 中等學 留ミ 男18彦 歳二 ・・ソ」1メこ慮

初 同 ノ成績弱 陽性(+)1.0、0.9、 同1!・ 年 牛後

陰性(一)、 身長16:lcn1艦 重52.5kg胸 園78cm
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榮養 中、登育概評 乙、覗力右1.2、 左1.2

17.幅 △ 久△ 中等學 生 男18歳 「ツ」反慮

初 同 ノ成績弱陽性(+)0.8、0.5、 同1ケ 年牛 後

陰性、 身長168.5cm膿 重64.9kg胸 園87cm榮

養 甲、畿育概評 甲、視 力右1.5、 左1.5

18.下 △ 美△ 中等學 生 男20歳 「ツ」反慮

初 同 ノ成績弱 陽性(十)1.0、0.9、 同1ケ 年 牛後

陰性(一)、 身長162cm膿 重56.5kg胸 園83.5cm

榮 養 甲、嚢育概評 甲、覗力右1.2、 左1・2

19.藤 △ 君△'中 等學 生 女17歳 「ツ」反 慮

初 同 ノ成績 弱陽性(+)1.O、1.O、 同1ケ 年 牛後

陰 性(一)、 身長153cm髄 重58kg胸 園87cm榮

養 二lls、磯 育概評fi」、覗 力右1.2、 左1.2

20.芝 △ 弘△ 中等學 生 男15歳 「ツ」反慮

初]ノ 成績弱 陽性(+)0.5、0.5、 同2ケ 年後 陰

性(一)、 身長140cm膿 重33.5kg胸 園63・5cm

榮 養 中、叢 育概 評乙

21.中 △ 義△ 中等學生 男15歳 「ツ」反 慮

初 同 ノ成績 弱陽性(+♪O.5、0.5、 同2ヶ 年 後陰

性(一一)、 身長147cm膿 重43.4kg胸 園71cm榮

養 中、獲育概評 甲

22.中 △ 孝△△ 中等學 生 男14歳 「ッ」反

慮初同 ノ成績弱 陽性(+)0.5、0.5、 同2ヶ 年後

陰性(一)、 身長148cm膿 重31.3kg胸 園67.Ocm

榮 養 中、登育概評 乙

以 上22例 ハ何 レモ 純陰 性 ノ轄化 セルモ ノナル

ガ、其他 二尚擬陽性(±)へ 轄 化 セルモ ノ左記5

例 アル ニ付 キ併 記 ス。

1.布 △紹 △ 中等學生 男17歳 「ツ」反磨

初 同 ノ成績 弱陽性(+)0.5、0・5、 同1ケ 年 牛後

擬陽性(±)0.3、0.2、 身 長169cm禮 重56.5kg

胸 園830cm榮 養 下、磯育概評 「1」、硯 力右1.5、

左2.0

2.井 △ 喜 △ 中等學 生 男17歳 「ツ」反 慮

初同 ノ成績弱 陽性(+)0.8、0.8、 同1ケ 年牛後擬

陽性(±)0.2、0.2、 身長170cm禮 重59・5kg胸 園

83cm榮 養 甲、登育概評lll、 覗 力右0.3、 左0.2

3.中 △ 静△ 中等學 生 女18歳 「ツ」反慮

初 同 ノ成績弱 陽性(+)0.8、1・0、 同1ヶ 年 牛後

擬 陽性(±)0.2、0,3、 身 長154.2cm膿 重51.5kg

胸 園80、 榮 養 中、登育概評 甲、親 力右1.2、 左

1.2

4.岡 △ 幸△ 中等學 生 男14歳 「ツ」反慮

初 同 ノ成績弱陽 性(+)0.8、0.6、 同2ケ 年 後擬

陽 性(±)0.2、0.2、 身長137cm罷 重35.7kg胸

園67cm榮 養 中、螢育概評 乙

5.木 △新△△ 中等學 生 男15歳 「ツ」反

庶初 同 ノ成績 弱陽性(+)0.6、0.5、 同2ケ 年後

擬 陽性(±)0.2、0.2、 身 長145.2cm罷 重39kg

胸 園68Cm榮 養 中、登育概評 乙

以上 ノ成績 ニヨ リテ観 レバ、陽性 ヨリ陰性、又

ハ擬陽性 二轄化 セル モ ノへ 其 ノ初同 ノ反慮 二

於 テノ、何 レモ弱陽 性(0.5-1.0)一 シテ強陽性無

シ、而 シテ余 ガ今同使用 セル2000倍 液 ニテ陽性

ヨ リ陰性 二轄化 セ シ右 ノ22例 二就 キ、更 二1000

倍 液 及500倍 液 、100倍 液 ニテ 再三検査 セ シモ

相攣 ラズ陰性 テ示 セ リ。依 ツテ更 二50倍10倍

液 テ以 テ徹底 的検 討 ヲ試 ム可 キ筈 ナル モ中小 ノ

學 生 テ封象 トスルニ ヨリ種 々 ノ事情 ヨ リシテ思

フ儘虚 置 シ能 ハザル ハ遺憾 ト人。

第五章 「ツ」皮内反朦 卜結核襲病 トノ關係

(イ)中等學生二於 ケル調査

余 ガ今同「ツ」反庶 ノ推移テ調査セル奈良縣下中

等學校四校學生703人 中、検査施行後2ケ 年 ノ

経過中二於 テ肺結核、肺尖加答見、及肋膜炎等

ノ診断ニヨル肺結核性疾患獲病 セノLモノ左 ノ如

シ。

即 チ検査人 員703人 二封 シ獲病撒23人 ノ・3.3%

二過 ギザ レ ド、之 テ陰陽性別 二観 ル時ハ陰性 ヨ

リノ螢病 皆無 ナル代 リ、陽性(十)ヨ リ4.7%、

陽性(帯)ヨ リ16.8%ノ 登 病 ア リ、登病数 ノ78.3

%二 當 ル絶封多撒 ガ強陽性 ヨリノ登病 者 タルハ

注 目スベ シ。之 レ即 チ結核 二關 スル集 團検 診 二
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第11表 「ツ」反慮2ケ 年 ノ推移二於ケル

中等學生 ノ結核獲病状況

陰陽別 人員鮮;繍購灘
劇 テ
性1書

293 41.7
-

13.8

Oloio
97 oio 0

390 55.5 olo 0

十

陽 一不「

性 一世
計

99 14.1 0 0 0

107 15.2 5 4.7
-

16.8

21.7

107 15.2 18 78.3

313 44.5 23
1

7.3100.0

合 計 703 100.0 2313.311。 。 。
1

就 テ参考 テ與 フルモノナリ。

(ロ)小學見童二於 ケル調査

奈良縣下 二於 ケル小學校五校見童573名 二就 キ

「ツ」皮内反慮検査施行後2ケ 年 ノ推移中二於 テ

肺結核、肺尖加答見、及肋膜炎等 ノ診断 ニヨル

結核性疾患登病 セルモノ左 ノ如 シ。

第12表 「ツ」反慮2ケ 年ノ推移二於ケル

小學見童ノ結核獲病状況

陰陽別 人員

覆賑
28

陽精

性豊
合 計

19

37

一84

573

騨簾騰蹴
73.60.21

11.7

85.3

下
3.3

ft}Js一

14.7

100.0

-
↓
一
9
向

T

2

3

6

8

1.5

G.4

3.6

10.5

8.1
一苧了

1.4

12.5

12.5

25。0

12.5

25.0

37.5

75.0

1000

即 チ検査人員573人 中、 登病者8人(1.4%)、

之 ヲ陰陽性別 二観 レバ陰性 ヨリノ螢病2人(0.4

%)、 陽 性 ヨ リノ登病6人(7.1%)一 シテ陽性 ヨ

リノ登病多 シ、爾 ホ陽性 中一モ、弱陽性 ヨリモ

中等度陽性、 中等度陽性 ヨリモ強陽性 ヨリ登病

卒高 キ テ知 ルベ シ。

尚ホ登病者個人別 二「ツ」反慮推移及登病状況 ヲ

左記 スベ シ。

1.岡 △辰△ 男20歳 中等學生 昭和8年

5月16日 「ツ」反慮検査 ノ時陽性(柵 、テ示 ス。昭

和9年4月 肺結核 ノ爲 メ休學、 同10年10月 死

亡、「ヅ」反癒検査 ヨリ磯病迄経過期間11ケ 月

2.石 △早△ 男20歳 中等學 生 昭和3年

5月16日 「ツ」反慮陽性(帯)昭 和9年3月 卒業

後肺結核登病、同年6月 死亡、反慮検査 ヨリ登

病迄縄過期間10ケ 月

3.笹 △大△ 男20歳 中等學生 昭和8年

5月16日 「ツ」反慮陽性(柵)、昭和9年3月 卒業

後肺結核嚢病、同10年3月 死亡、反慮検査 ヨリ

登病迄1ケ 年

4.仁 △郁△ 男22歳 中等學生 昭和8年

5月16日 「ツ」反慮陽性(柵)、昭和10年3月 卒業

後入螢中同年8月 結核性磯膜炎 ノ爲 メ死亡、経

過期間2年3ケ 月

5.成 △家△ 男19歳 中等學生 昭和8年

5月16日 「ツ」反慮陽性(帯)昭 和8年10月 結

核性肋膜炎 ノ爲メ退學、同年12月 死亡、反慮検

査 ヨリ登病迄経過期間5ケ 月

6.中 △國△男20歳 中等學生 昭和8年5

月16日 「ツ」反慮陽性(・1・H・)、昭和9年3月 卒業後

肺結核登病、同年9月 死亡、反癒検査 ヨリ褒病

迄10ケ 月

7.久 △重△ 男21歳 中等學生 昭和8年

5月16日 「ツ」反慮陽性(柵)、昭和8年7月 肋膜

炎 ノ爲 メ休學、同9年4月 復校、同10年3月 卒

業後再登加療中、反慮検査施行 ヨリ登病迄2ケ

月

8.辰 △曝△ 男20歳 中等學生 昭和8年

5月16日 「ツ」反慮陽性(十)同 年12月 肋膜炎

ノ爲 メ休學、同9年4月 復校、同10年3月 卒業

後静養加療中、反慮検査 ヨリ登病迄経過期間7

ケ月

9.中 △智△ 男18歳 中等學生 昭和8年

5月16日 「ヅ」反慮場性(柵)昭 和9年9月 肋

膜炎 ノ爲メ休學、反慮検査 ヨリ登病迄1年4ケ

月

10.吉 △正△ 男16歳 中等學生 昭和8年

5月16日 「ツ」反慮陽性(帯)、 同年12月 肺尖加

答見 ノ爲 メ休學、 反慮検査 ヨリ登病迄7ケ 月

11.中 △芳△ 男21歳 中等學生 昭和8年
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5月16日 　ツ1反慮陽性(惜)、 同年10月 肋膜炎

ノ爲 メ休學、反庶検査 ヨリ磯病迄経過期間5ケ

月

12.窪 △正△ 男20歳 中等學生 昭和8年

5月16日 「ツ」反慮陽性(帯 〉、同10年3月 卒業

後肺尖加答見 ノ爲メ就職 ヒズ加療中、反慮検査

ヨリ嚢病迄1年10ケ 月

13.大 △俊△ 男19歳 中等學生 昭和8年

5月16日 「ツ[反癒陽性(帯)、同9年3月 卒業後

肋膜炎議病加療中、反慮検査 ヨリ糞病迄経過期

間10ケ 月

14.橋 △四△ 男20歳 中等學生 昭和8年

5月16日 「ツi反慮陽性(柵)、同9年3月 肋膜炎

登病加療中、反慮検査 ヨリ登病迄経過期間10ケ

月

15.辻 △芳△ 男22歳 中等學 生 昭和8年

5月16日 「ツ」反慮陽性(柵)、 昭和10年3月 卒

業後肺尖加答見髪病加療中、反磨検査 ヨリ爽病

迄1年10ケ 月

16.森 △秀△ 男21歳 中等學≠k昭 和8年

5月16日 「ツ・反磨陽性(帯)、昭和9年2月 肺結

核 ノ爲 メ休學加療中、反慮検査 ヨリ癸病迄9ヶ

月

17.志 △實△ 男19歳 中等學 生 昭和8年

5月16日 「ツ1反磨陽性 で・柵)、昭和8年12月 肺

結核 ノ爲 メ休學加療中、反雁検査 ヨリ磯病迄経

過期間7ケ 月

18.川 △忠ム リ}20歳 中等學生 昭和8年

5月16日 「ツ2反慮陽性(柵)、 昭和10年3月 卒

業後肺尖加答見 ノ爲メ加療中、反慮検査 ヨリ礎

病迄1年10ケ 月

19.中 △愛ム 男20歳 中等學生 昭和8年

5月16日 「ツ・反庭陽性r→十)、昭和8年11月 肋

膜炎瑳病、同9年3月 迄休學 セルガ恢復復校 セ

リ.反 慮検査 ヨリ磯病迄経過期間6ケ 月

20,松 乙一△ 男20歳 中等學生 昭和8年

5月16日 「・ソ 反磨陽性 で柵)、 昭和9年4月 肺

尖加答見 ノ爲メ休學 セシガ後恢復 シ昭和10年

3月 卒業 セリ。反癒検査 ヨリ駿病迄11ケ 月

21.山 △ 忠△ 男20歳 中等學 生 昭和8年

5月16日 「ツ!反 慮陽性(十)、 同年11月 肺 尖加

答 見 ノ爲 メー時休 學 セ シガ、後恢復復校 シ、昭

和9年3月 卒業 セリ 反慮検査 ヨ リ登病迄6e

月

22.村 △ 愛 △ 女19歳 中等學 生 昭和8年

5月16日 「ツ」反慮陽性(柵)、 昭和9年6月 結

核性 腹膜 炎瑳病 、同10年11月 死 亡、反慮検査

ヨ リ登病迄1ケ 年

23.中 △ 愛△ 女18歳 中等學 生 昭和8年

5月16日 「ツ」反慮 陽性(帯)、 昭和9年12月 肺

尖 加答見 ノ爲 メ休 學加療 中、反磨検査 ヨ リ登病

迄1年4ケ 月

24.大 △ 久△ 女 ・17歳 小學 生 昭和8年6

月25日 「ツ」反磨陽性(十)、 同10年7月 肋膜 炎

爽病、 反庶検査 ヨ リ登病迄2ケ 年

25.五 △ 玉△ 女16歳 小學生 昭和8年6

月25日 「ツー1反慮 陽性(帯)、 同9年4月1黒 性肋

膜 炎爽病、其期 間9ケ 月

26.長 △ 大 △ 女15歳 小學見童 昭和8年

6月25日 「ツ」反慮 陽性(冊)、 同9年1月 肺尖

加答見、爽病迄8ケ 月

27.池 △ △重△ 女15歳 小學見童 昭和8

年6月25日 「ツーi反慮 陽性(十)、 同9年1月 腹

膜 炎、登病迄7ケ 月

28.松 △ 正△ 男11歳 小學見 童 昭和11年

6月5日 「ツ」反慮 陽性(+)、 同11年11月 肋膜

炎獲 病、 同年12月 死亡、反慮検査 ヨリ登病迄5

ケ月

29,籔 ム ヤムム 女15歳 小學見童 昭和11

年6月5日 「ツ1反 磨i陽性(帯)、 同12年2月 急

性 肺炎、贅病 迄8ケ 月

30.大 △ 善△ 男12歳 小學見童 昭和8年

6月25日1ツ ・反磨陰性(一)、 昭和9年2月 肋

膜 炎、登病迄8ケ 月

31.末 ム ツム 女13〕 歳 小學見童 昭和8年

6月25日}ツ ・反慮陰性(一)、 昭和9年2月 腹

膜 炎登病、 反慮検査 ヨリij病 迄経過期 間8ケ 月
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第六章 「ツ」反朦検査 卜結核誘護ノ有無 二就テ

「ツベルクリン」反鷹検査 ガ結核 ノ診断
、治療或

ハ豫後判定上参考資料 トシテ重用サレツ・アル

今 日、一方 ノ學者 二於 テハ同液注射 ガ結核疾患

ノ獲病 テ誘引 人トノ設 テナスモノアルガ、余 ガ

今同畿見セル中等學生及小學見童1.276人 中 ノ

結核登病者31名 二就キ、同反磨検査施行後、畿

病迄 ノ経過期間 テ調査 シ蹴 テ本問題 ノ勢考二資

セム トス。

即 チ検 査施行直後 二叢病 セルモ ノ無 ク、2ケ 月

二至 リ僅 カニ1名(3.2%) 、5ケ 月後 二3名(9.7

%)登 病 セル ノ ミー シテ、他 ノ87.1%ハ 何 レモ

6ケ 月以上2ケ 年 ラ経 過 セ リ。と 二依 ツテ観 レ

バ余 ノ使用 セ・・2000倍 液0 .1耗 皮 内法 ニ ヨリ

テ結核登病 テ誘 引 スル虞無 キモ ノ ト考ヘ ラル。

第13表iツ 」反磨検査施行後、

結核登病迄 ノ縄過年月

経過年月 ＼
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第七章 総 括

余 ハ奈良縣 下 二於 ケル中等學校 四校及小學校 六

校學 生2.590人 二封 シ、兼 テ「ツベル クリ ン」皮

内反磨検査 テ施 行 シ、其 中1.506名 二就 テハ更

二昭和8年4月 以降
、同13年1月 迄撒 同 二亙 リ

同反慮検査 テ施行 シ、其 ノ推移状態 テ観察 スル

ト共 二、之 ト結核叢病 トノ關係 テ調査 セル ガ其

ノ結果 テ概括 ヘルニ

A「 ツ」皮 内反磨推移 ノ状態

(イ)陰 性 ヨリ陽性 へ轄化 セルモ ノ左 ノ如 シ。

中等學校 ノー＼奈商)
一

ケ年後二年牛後

95人 90人
一

128人 133人

57.4% 59.3%一

中 等 學校 ノ三 「、男師.

「ツ」反蜘 回 ト年轍

Eコ 生'＼蜘64人1
　 　 　 　 ロ

陽性人員83人

陽欄

49人

98人

56,5ク066.7%

中等學校 ノ四(女 師)

「ツ
ー反tc,kl初 同 一 年 牛 後
1

陰 性 ノ＼負49人 」27人
　　　　 コ　　　 　 　

陽 性 人.員154人176人
　 へ 　　 　　

陽 性 卒52.4%173.8%

「ツ」矧 初 同1六trJl後 ト ケ轍

陰 性 人 員142人101人i

122人i陽 性 人 員81人

54.7%」57.4%陽 性 率36.3%

中等學校 ノニ(奈 中)
1
「ツ」反蜘 同 ニケ年後

陰性人員 135人 74人

陽性人員 95人 156人

陽 性 率}41.3%1 67.8%
1

小學校 ノーイ小川三校ノ

「ツ」反 晦

一 一 一 一曹一,

陰性人員

初 同 トケ轍 翠犠一 　『 一 『
223入

一 一一一

234人 224人

陽性人員 25人 35人 36刃

陽 性 率 9.7% 13.5%}13.9%

小學校 ノご(笠 問及多田校ノ

[LIツ
」反 剛 初 同

J

陰性人員

陽性人員

陽 ・・ 率

142人

31人

17.9%

一ケ年後

138人

35人

20.2?。
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小學校 ノ三(田 原校)

「ソ」反膳 初 回 一ケ年後

陰性人員12灘 人,250人一1

陽性人員117人121人

陽 性i李31.5%32.6%

以 上 一表示 スル如 ク陰性 ノ陽性轄化 ハ 中等學生

二於 テ相當高率 ノ推移 ラ示 セルガ、之 二比較 シ

テ小學見 童 二於 テハ低卒 ナ リ。

陽性卒 ノ攣轄 二就 テハ襲 二貴 島、舳松雨氏 ガ大

阪醤科大學 附属病 院看護婦 ノ調査 二於 テ、新 入

當時33.3%乃 至45.1%ナ リ シモ ノガ、牛年後

一ハ56 .9%乃 至58.5%、1年 後 一ハ68.9%、1

年 牛後 ニノ・73.0%、2年 後 弘ハ75.0%、3年 後

ニノ、88.3% 、3年 牛後 ニノ、93.8%ノ 陽 性卒 トナ

ル ト叢表 サ レタルガ、之 二比 シ余 ガ今 同 ノ調査

二於 ケル女子 師範學校 生徒 ノ成績 トハ稚ド 符 合

スルガ如 シ。

(ロ)陽 性 ヨリ陰性 二轄化 セルモ ノハ

6ケ 月 ノ推 移 二 於 テ 中等學校生5名(4.0%)、

1ケ 年 ノ推移 二於 テ小學 見童男 女 ヲ通 ジテ4名

(12.9%)、1ケ 年牛 ノ推移 二於 テ中等學 生男8

名(12.0%=他 二擬陽性轄化2名 ア リ)、 同上女

1名(1.9%=他 二擬 陽性轄化1名)、2ケ 年 ノ推

移 二於 テ中等學 生男3名(3.7%=他 二擬 陽性韓

化2名)ナ リ。而 シテ是等陽性 ヨ リ陰性 二轄化 セ

ル モ ノハ 弱陽性(0.5cm-1.Ocm)ノ ミー シテ張

陽性 ヨリノ陰性轄化 ナ シ。

B「 ツ」皮 内反慮 ト結核叢病 トノ關係

(イ)「 ツ」反慮検査施 行後2ケ 年 ノ経過 中二於 テ

肺結 核、肺尖加答見及肋膜 炎等 ノ診断 ニ ヨル結

核 性疾患螢病 セルモ ノハ、 中等學生703人 中23

人(3.3%)、 小 學見童573人 中8人(1.4%)ナ ル

ガ、之 テ陰陽性別 二観 ル時 ハ、 中等學生 二於 テ

ノ・陰性 ヨ リ ノ登病 皆無 ナル モ、 陽性(柵)ヨ リ

4.7%、 陽 性(帯)ヨ リ16.8%ノ 登 病 アリ。 駿病

撒 ノ78.3%二 當 ル 多撒 ガ強 陽性 ヨリノ議病 ナ

リ。

又小學見童 二於 テモ陽性 ヨリ ノ登病0・4%ナ ル

ー、陽性 ヨ リノ登病 ハ7.1%ノ 高 率 テ 示 シ尚特

二強 陽性 ヨ リノ登病傘 高 シ、是 三 ヨ リテ観 レバ

「ツ」反慮陰 性者 ヨリ畿 病 スル者紗 ナ キニ反 シ、

同陽性殊 二強陽性 ヨ リ登病 スルモ ノ多 キラ知 ル

ベ ク、是即 チ結核 二關 スル集 團検診 二就 テ参考

ラ與 フル モ ノタ リ。

(ロ)右 ノ議 病者31名 二就 キ、「ツ」反慮検査施行

後 、登病 二至 ル迄 ノ経過期 間 テ調査 セル ー、検

査施 行直後 二磯病 セル モ ノ無 ク、2ケ 月後 二至

リ僅 カニ1名(3.2%)、5ケ 月後 二3名(9・7%》

螢 病 セル パ ニ シテ他 ノ87.1%ハ 何 レモ6ケ 月

以上2ケ 年 ヲ経過 セ リ。 之 二依 ツテ観 レバ余 ノ

使用 セル2000倍 液0.1耗 皮 内法 ニヨ リテ 結核

登病 テ誘 引 スル虞無 キモ ノ ト考 ヘ ラル。

以上余 ノ調査 成績 ニ ヨ リテ次 ノ事 テ 言 ヒ得 ベ

シo

イ、陰性 ノ陽性轄化 ノ、小學見 童 二於 ケル ヨリぞ.

中等學 生 二多 ク、」叉経過期 間 ノ長 キ程其 ノ轄化

卒高 シ。

ロ、陰性 ヨリ陽性 へ移行 スル歌態 ハ突 如 トシテ

強陽性 二轄化 スル モ ノ多 シ。

ノ、、陽性 ヨ リ陰性 二轄化 スル モ ノノ、弱陽性(0・5

-1 .0)ノ ミニ シテ強 陽性 ヨ リノ陰性轄 化 ナ シ。

二、結核登病者 ハ陰性者 二勘 ナ 久 陽性、殊 二

張陽性者 二多 シ。

ホ、2000倍 液0.1蝿 皮 内法 ニ ヨ リテ結核疾患誘

獲 ノ虞無 シ。

欄 筆 スルニ臨 ミ、御懇篤 ナル御指導御校 閲 テ賜

リタル今村荒男教授 二謹 ミテ感謝 ノ意 テ表 ス。

術 ホ御 助言下 サ レ シ税所 亥二郎博 士拉 二本調査

二當 リ便宜 ト援助 テ與 ヘ ラ レタル奈良縣 下各學

校 當局 二敬 意 テ表 ス。
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